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法
規
的
告
示
〕

〇
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為

に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業
者
に
よ
る
特
定

侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第

二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
特
別
社
会
基
盤

事
業
所
管
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
指

定
す
る
も
の

（
内
閣
府
・
総
務
・
法
務
・
財
務
・
厚
生

労
働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交

通
一
）

〇
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為

に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業
者
に
よ
る
特
定

侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第

四
条
第
二
項
の
特
別
社
会
基
盤
事
業
所
管

大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
様
式

（
同
二
）

〇
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令

第
十
九
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
を
指
定
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
金
融
庁
六
八
）

〇
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八
条
に
規
定

す
る
責
任
準
備
金
相
当
額
の
算
出
方
法
の

一
部
を
改
正
す
る
件（
厚
生
労
働
三
四
四
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主

社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
二
八
七
）

〇
関
税
法
施
行
令
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
税
関
官
署
を
指
定
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
財
務
二
六
四
）

〇
令
和
八
年
度
に
お
け
る
共
同
募
金
の
実
施

期
間
を
定
め
る
件
（
厚
生
労
働
三
四
五
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま

い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か

た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い

日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す

る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公

表
す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
四
二
八
）

〇
農
薬
を
登
録
し
た
件
（
同
一
四
二
九
）

〇
農
薬
の
登
録
が
失
効
し
た
件

（
同
一
四
三
〇
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第

四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
一
一
七
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
一
五
二
）

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
追
加
提
供
が
決

定
さ
れ
た
件
（
防
衛
二
三
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
一
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
九
二
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
静
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
）

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
の
決
定
に
関

し
、
関
係
船
員
及
び
関
係
使
用
者
の
意
見
聴

取
に
関
す
る
公
示（
東
北
地
方
交
通
審
議
会
、

近
畿
同
、
四
国
同
）

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定

を
受
け
た
公
益
財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県

民
セ
ン
タ
ー
か
ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件
（
国
家
公
安
委
告
示
配
一
〇
）

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定

を
受
け
た
公
益
財
団
法
人
長
崎
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
代
表
者
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
件
（
同
一
一
）

盗
品
売
買
等
防
止
団
体
の
公
示
事
項
の
一
部

に
係
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
愛
知
県
公
安
委
告
示
配
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁前

払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金

に
係
る
仮
配
当
表
・
権
利
の
実
行
に
関
す

る
意
見
聴
取
会
、
財
団
、
佐
賀
東
部
土
地

改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





法

規

的

告

示

別
表製
造
者
名

製
品
名

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

W
in
d
o
w
s

W
in
d
o
w
s
S
erv
er

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
項
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和

四
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
十
九
条
の
九
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
作
成
及
び
開
示
に
関
す
る
基
準

は
、
公
益
財
団
法
人
財
務
会
計
基
準
機
構
（
平
成
十

三
年
七
月
二
十
六
日
に
財
団
法
人
財
務
会
計
基
準
機

構
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）が
設

置
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
に
お
い
て

作
成
が
行
わ
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
作
成

及
び
開
示
に
関
す
る
基
準
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
六

月
十
一
日
ま
で
に
同
委
員
会
の
名
に
お
い
て
公
表
が

行
わ
れ
た
別
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和

四
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
十
九
条
の
九
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
作
成
及
び
開
示
に
関
す
る
基
準

は
、
公
益
財
団
法
人
財
務
会
計
基
準
機
構
（
平
成
十

三
年
七
月
二
十
六
日
に
財
団
法
人
財
務
会
計
基
準
機

構
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）が
設

置
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
に
お
い
て

作
成
が
行
わ
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
作
成

及
び
開
示
に
関
す
る
基
準
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
三

月
十
三
日
ま
で
に
同
委
員
会
の
名
に
お
い
て
公
表
が

行
わ
れ
た
別
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

別
表

別
表

号
数

表
題

号
数

表
題

［
略
］

［
同
左
］

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ









テ
ィ
開
示
実
務









対
応
基
準
第
１









号

温
対
法
に
お
け
る
Ｓ
Ｈ
Ｋ

制
度
の
定
め
る
方
法
に
よ

り
測
定
し
報
告
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
用
い
て

「
気
候
基
準
」
の
定
め
に

従
う
場
合
の
開
示

［
項
を
加
え
る
。］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

告
示
第
一
号

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業
者
に

よ
る
特
定
侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
（
令
和
八
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
財
務
省
・
厚
生
労
働

省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
社

会
基
盤
事
業
所
管
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業

者
に
よ
る
特
定
侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
特
別
社
会
基
盤
事
業
所
管

大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業
者
に

よ
る
特
定
侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
特
別
社
会
基
盤
事
業
所
管
大
臣
及
び
内

閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
は
、
別
表
の
製
造
者
名
の
欄
に
掲
げ
る
者
が
製
造
し
た
同
表
の
製
品
名
の
欄
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第

四
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

告
示
第
二
号

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業
者
に

よ
る
特
定
侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
（
令
和
八
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
法
務
省
・
財
務
省
・
厚
生
労
働

省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
社
会
基
盤
事

業
所
管
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
様
式
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業

者
に
よ
る
特
定
侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第
四
条
第
二
項
の
特
別
社
会
基
盤
事
業
所
管
大
臣
及
び

内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
様
式

重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
社
会
基
盤
事
業
者
に

よ
る
特
定
侵
害
事
象
等
の
報
告
等
に
関
す
る
命
令
第
四
条
第
二
項
の
特
別
社
会
基
盤
事
業
所
管
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大

臣
が
定
め
る
様
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
象
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
と
す
る
。

一

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
の
報
告
手
続
等
に
関
す
る
申
合
せ
」（
令
和
七
年
五
月
二
十
八
日

関
係
省
庁
申
合
せ
。
以
下
「
関
係
省
庁
申
合
せ
」
と
い
う
。）２
．
に
規
定
す
る
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
事
案
に
該
当
す
る
事

象

関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式
１

二

関
係
省
庁
申
合
せ
２
．
に
規
定
す
る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
事
案
に
該
当
す
る
事
象

関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式
２

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
象
以
外
の
事
象

関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式
３

附

則

こ
の
告
示
は
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第

四
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
八
号

企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
十
九
条
の
九
第
五
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
十
九
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基

準
を
指
定
す
る
件
（
令
和
八
年
金
融
庁
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一

別
表
第
一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令
和
七
年
度

年
十
五
・
八
五
パ
ー

セ
ン
ト

令
和
七
年
度
（
同
年

度
の
四
月
か
ら
六
月

ま
で
の
期
間
に
限

る
。）

年
十
七
・
三
九
パ
ー

セ
ン
ト

令
和
八
年
度
（
同
年

度
の
四
月
か
ら
六
月

ま
で
の
期
間
に
限

る
。）

年
三
十
七
・
〇
六

パ
ー
セ
ン
ト

令
和
七
年
度
（
同
年

度
の
七
月
か
ら
九
月

ま
で
の
期
間
に
限

る
。）

年
二
十
三
・
九
八

パ
ー
セ
ン
ト

（
削
る
）

（
削
る
）

令
和
七
年
度
（
同
年

度
の
十
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
期
間
に
限

る
。）

年
二
十
五
・
四
九

パ
ー
セ
ン
ト

そ

の

他

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い

な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十

号
）
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
輸
入
品
に
対
す
る
内

国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

三
十
年
政
令
第
百
号
）
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
税
関
官
署
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
税
関
官
署
と
し
、
平
成
二
十
一
年

二
月
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十

号
）
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
輸
入
品
に
対
す
る
内

国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

三
十
年
政
令
第
百
号
）
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
税
関
官
署
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
税
関
官
署
と
し
、
平
成
二
十
一
年

二
月
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

な
お
、
関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第

百
五
十
号
）
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
輸
入
品
に
対

す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
三
十
年
政
令
第
百
号
）
第
三
十
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
税
関
官
署
を
指
定
す
る
件
（
昭
和
六

十
年
四
月
大
蔵
省
告
示
第
五
十
六
号
）
は
、
平
成
二

十
一
年
二
月
十
五
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

な
お
、
関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第

百
五
十
号
）
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
輸
入
品
に
対

す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
三
十
年
政
令
第
百
号
）
第
三
十
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
税
関
官
署
を
指
定
す
る
件
（
昭
和
六

十
年
四
月
大
蔵
省
告
示
第
五
十
六
号
）
は
、
平
成
二

十
一
年
二
月
十
五
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

﹇
一
〜
十
四

略
﹈

﹇
一
〜
十
四

同
上
﹈

十
五

横
浜
税
関
国
際
園
芸
博
覧
会
出
張
所

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
十
六
〜
四
十
二

略
﹈

﹇
十
五
〜
四
十
一

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍

線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
四
号

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
的
年
金

制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八
条
に
規
定
す

る
責
任
準
備
金
相
当
額
の
算
出
方
法
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
し
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
以
後
に
解
散
し
た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生

年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る

存
続
厚
生
年
金
基
金
（
以
下
「
存
続
厚
生
年
金
基
金
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
同
月
三
十
日
以
前

に
存
続
厚
生
年
金
基
金
が
解
散
し
た
場
合
に
お
け
る
同
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
相
当
額
の
算
出
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
七
号

令
和
八
年
八
月
十
七
日
に
コ
ロ
ン
ボ
で
、
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交

換
が
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

二
億
八
千
二
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

磯
俣
秋
男
在
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使

ス
リ
ラ
ン
カ
側

ハ
ル
シ
ャ
ナ
・
ス
リ
ヤ
ッ
ペ
ル
マ
財
務
・
計
画
・
経
済
開
発
省
次
官

令
和
八
年
九
月
十
五
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
六
十
四
号

関
税
法
施
行
令
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
税
関
官
署
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
二
月
財
務
省
告
示
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
五
号

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
度
に
お
け
る
共
同

募
金
の
実
施
期
間
を
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
定
め
た
の
で
、
社
会
福
祉
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
二
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
農
林
水
産
省

告
示
第
千
八
百
三
十
二
号
（
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ

い
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す
る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

数
量
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 （ 以 下 「 傍 線 部 分 」 と い う 。 ） で こ れ に 対

応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 部 分 が あ る も の は 、 こ れ を 当 該 傍 線 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、ま
いわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖
流系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたく
ちいわし太平洋系群及びまだい日本海西部・
東シナ海系群に関する令和８管理年度（令和
８年１月１日から同年12月31日までの期間を
いう。）における漁業法（以下「法」という。）
第15条第１項各号に掲げる数量は、次のとお
りとする。

さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、ま
いわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖
流系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたく
ちいわし太平洋系群及びまだい日本海西部・
東シナ海系群に関する令和８管理年度（令和
８年１月１日から同年12月31日までの期間を
いう。）における漁業法（以下「法」という。）
第15条第１項各号に掲げる数量は、次のとお
りとする。

第一・第二 （略） 第一・第二 （略）
第三 まいわし太平洋系群 第三 まいわし太平洋系群
一 （略） 一 （略）
二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）
法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）
法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン） （単位：トン）

都道府県 都道府県別漁獲可能量 都道府県 都道府県別漁獲可能量

（略） （略） （略） （略）

三重県 13800


三重県 10800


三 （略） 三 （略）
第四～第八 （略） 第四～第八 （略）

災 害 名 地 域 指 定 の 期 間

令 和 八 年 八 月 十 三 日 か ら の 大 雨 に

伴 う 災 害

千 葉 県 千 葉 市 令 和 八 年 八 月 十 三 日 か ら

令 和 八 年 十 二 月 十 四 日 ま

で市 川 市

船 橋 市

館 山 市

松 戸 市

茂 原 市

佐 倉 市

東 金 市

習 志 野 市

柏 市
市 原 市

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
25061 ＴＰＮ水和剤 ＧＦダコニールアル

ファ
東京都中央区東日本橋二丁目６番12号
ＫＩＮＣＨＯ園芸株式会社 代表取締役
社長 森本義之

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 四 百 二 十 九 号

農 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 八 十 二 号 ） 第 三 条 第 九 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年 八 月 二 十 六 日 付

け を も っ て 次 の 農 薬 を 登 録 し 、 同 法 第 十 三 条 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 八 年 九 月 十 五 日 農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 四 百 三 十 号

農 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 八 十 二 号 ） 第 十 一 条 第 二 号 の 規 定 に よ り 、 次 の 農 薬 の 登 録 は 失 効

し た の で 、 同 法 第 十 三 条 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 八 年 九 月 十 五 日 農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

令和８年７月10日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
23307 ノバルロン水和剤 大塚カウンターフロア

ブル
東京都千代田区神田小川町一丁目３番１
号 ＯＡＴアグリオ株式会社 代表取締
役 岡尚

23306 ノバルロン水和剤 ＳＤＳカウンターフロ
アブル

東京都千代田区神田練塀町３番地 株式
会社エス・ディー・エス バイオテック
代表取締役社長 竹田正俊

令和８年７月21日付けをもって登録失効したもの
登録番号 農 薬 の 種 類 農 薬 の 名 称 製造者又は輸入者の氏名及び住所
19883 イサエアヒメコバチ・

ハモグリコマユバチ剤
マイネックス 東京都中央区日本橋一丁目４番１号 ア

リスタ ライフサイエンス株式会社 代
表取締役社長 カノウ ダニエル ケン
ジ

21060 アリガタシマアザミウ
マ剤

アリガタ 〃

21979 チチュウカイツヤコバ
チ剤

ベミパール 〃

23485 還元澱粉糖化物液剤 キモンブロック液剤 〃
23771 ギフアブラバチ剤 ギフパール 〃
24096 ククメリスカブリダニ

剤
ククメリス 〃

22986 ＢＴ水和剤 家庭園芸用バシレック
ス水和剤

東京都千代田区神田練塀町３番地 株式
会社エス・ディー・エス バイオテック
代表取締役社長 竹田正俊

22746 チアメトキサム複合肥
料

キープレイヤー 東京都中央区晴海一丁目８番10号 シン
ジェンタ ジャパン株式会社 代表取締
役社長 小林 哉

〇 経 済 産 業 省 告 示 第 百 十 七 号

中 小 企 業 信 用 保 険 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 四 号 ） 第 二 条 第 五 項 第 四 号 の 規 定 に 基 づ き 、 同

号 の 災 害 及 び 地 域 を 次 の よ う に 指 定 す る 。

令 和 八 年 九 月 十 五 日 経 済 産 業 大 臣 赤 澤 亮 正


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令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
二
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
六
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
追
加
提
供
が
令
和
八
年
九
月
十
一
日
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

防
衛
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追
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間

陸
上
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隊
旭
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駐
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の
施
設
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一
部

を
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す
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使
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一

令
和
八
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
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二
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の
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四
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用
あ

る
施
設
及
び
区
域
と
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提
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す
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供
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、
地
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る
。
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人 事 異 動

官 庁 報 告

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

内 閣

内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 小 野 田 紀 美

（ 在 ウ ィ ー ン 国 際 機 関 日 本 政 府

代 表 部 在 勤 ） 特 命 全 権 大 使 海 部 篤

第 七 十 回 国 際 原 子 力 機 関 総 会 日 本 政 府 代 表 を 命 ず

る
期 間 は 令 和 八 年 十 月 二 日 ま で と す る （ 各 通 ）

（ 科 学 技 術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推

進 事 務 局 審 議 官 ） 内 閣 府 技 官 恒 藤 晃

（ 大 臣 官 房 審 議 官 （ 研 究 開 発 局

担 当 ） ） 文 部 科 学 事 務 官 岩 渕 秀 樹

（ 資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 廃 炉 ・ 汚 染

水 ・ 処 理 水 特 別 対 策 監 ） 経 済

産 業 技 官 八 木 雅 浩

（ 大 臣 官 房 原 子 力 事 故 災 害 対 処

審 議 官 ） 同 宮 本 岩 男

（ 原 子 力 規 制 庁 長 官 官 房 審 議 官 ）

環 境 技 官 金 城 慎 司

（ 在 ウ ィ ー ン 国 際 機 関 日 本 政 府

代 表 部 公 使 ） 外 務 事 務 官 清 水 知 足

（ 科 学 技 術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推

進 事 務 局 参 事 官 （ 原 子 力 担 当 ） ）

内 閣 府 事 務 官 北 郷 太 郎

（ 総 合 外 交 政 策 局 軍 縮 不 拡 散 ・

科 学 部 不 拡 散 ・ 科 学 原 子 力

課 長 ） 外 務 事 務 官 鴨 下 誠

（ 同 不 拡 散 ・ 科 学 原 子 力 課 国

際 原 子 力 協 力 室 長 ） 同 田 中 健 一 郎

第 七 十 回 国 際 原 子 力 機 関 総 会 日 本 政 府 代 表 代 理 を

命 ず る

期 間 は 令 和 八 年 十 月 二 日 ま で と す る （ 各 通 ）

（ 水 産 庁 次 長 ） 農 林 水 産 事 務 官 髙 橋 広 道

日 中 漁 業 共 同 委 員 会 委 員 た る 日 本 政 府 代 表 を 命 ず

る
日 韓 漁 業 共 同 委 員 会 代 表 た る 日 本 政 府 代 表 を 命 ず

る

（ 大 臣 官 房 審 議 官 兼 ア ジ ア 大 洋

州 局 、 南 部 ア ジ ア 部 ） 外 務 事

務 官 有 吉 孝 史

日 韓 漁 業 共 同 委 員 会 委 員 た る 日 本 政 府 代 表 を 命 ず

る
日 韓 大 陸 棚 共 同 委 員 会 委 員 た る 日 本 政 府 代 表 を 命

ず る
（ 大 臣 官 房 審 議 官 兼 国 際 法 局 ）

同 大 塚 建 吾

日 韓 漁 業 共 同 委 員 会 委 員 た る 日 本 政 府 代 表 を 免 ず

る
日 韓 大 陸 棚 共 同 委 員 会 委 員 た る 日 本 政 府 代 表 を 免

ず る

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
静岡労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、静岡県最低賃金（昭和55年静岡労
働基準局最低賃金公示第10号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 15 日

静岡労働局長 國分 一行
第４号中「１時間1097円」を「１時間1154円」
に改める。

３ 適用する使用者
 国内各港間のみを航海する船員法（昭和22
年法律第100号）第１条に規定する船舶のう
ち、次の各号に掲げるもの（漁船、海上旅客
運送業又はサルベージ業に従事する船舶を除
く。）の船舶所有者であって、前項の地域内に
主たる船員の労務管理の事務を行う事務所を
有する者（船員法第５条の規定に基づき、船
舶所有者に関する規定の適用を受ける者を含
む。）
 平水区域を航行区域とする鋼船
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の鋼船
 木船

 旅客運送の用に供する船員法第１条に規定
する船舶のうち、次の各号に掲げるものの船
舶所有者であって、前項の地域内に主たる船
員の労務管理の事務を行う事務所を有する者
（船員法第５条の規定に基づき、船舶所有者
に関する規定の適用を受ける者を含む。）
 平水区域を航行区域とする船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン以上の船舶で、その航行区域が平水区
域から当該船舶の最強速力で２時間以内に
往復できる区域に限定されているもの

 前項の地域内に主たる船員の労務管理の事
務を行う事務所を有する船員法第１条に規定
する船舶の所有者（船員法第５条の規定に基
づき、船舶所有者に関する規定の適用を受け
る者を含む。）のうち、次に掲げる漁業の用に
供する漁船の船舶所有者
 沖合底びき網漁業（漁業の許可及び取締
り等に関する省令（昭和38年農林省令第５
号）第２条第１号に掲げる漁業をいう。）
 大中型まき網漁業（漁業の許可及び取締
り等に関する省令第２条第７号に掲げる漁
業をいう。）

令和８年９月 15 日
東北地方交通審議会会長 佐々木裕司

（ 在 フ ラ ン ス 日 本 国 大 使 館 参 事

官 ） 同 岡 田 陽

博 覧 会 国 際 事 務 局 総 会 日 本 政 府 代 表 を 命 ず る

（ 在 ジ ュ ネ ー ブ 国 際 機 関 日 本 政

府 代 表 部 公 使 ） 同 永 瀬 賢 介

（ 大 臣 官 房 総 括 審 議 官 ） 厚 生 労

働 事 務 官 弓 信 幸

国 際 労 働 機 関 理 事 会 日 本 政 府 代 表 代 理 を 命 ず る

（ 各 通 ）
（ 在 中 華 人 民 共 和 国 日 本 国 大 使

館 公 使 ） 外 務 事 務 官 石 井 良 実

国 際 労 働 機 関 理 事 会 日 本 政 府 代 表 代 理 を 免 ず る

（ 大 臣 官 房 審 議 官 兼 欧 州 局 ） 同 石 垣 友 明

漁 業 操 業 に 関 す る 日 本 国 政 府 と ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主

義 共 和 国 連 邦 政 府 と の 間 の 協 定 に 基 づ く 漁 業 損 害

賠 償 請 求 処 理 委 員 会 東 京 委 員 会 委 員 を 命 ず る

（ 在 ロ シ ア 日 本 国 大 使 館 公 使 ）

同 師 執 二

漁 業 操 業 に 関 す る 日 本 国 政 府 と ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主

義 共 和 国 連 邦 政 府 と の 間 の 協 定 に 基 づ く 漁 業 損 害

賠 償 請 求 処 理 委 員 会 モ ス ク ワ 委 員 会 委 員 を 命 ず る

（ 在 タ イ 日 本 国 大 使 館 公 使 ） 同 石 川 誠 己

漁 業 操 業 に 関 す る 日 本 国 政 府 と ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主

義 共 和 国 連 邦 政 府 と の 間 の 協 定 に 基 づ く 漁 業 損 害

賠 償 請 求 処 理 委 員 会 東 京 委 員 会 委 員 を 免 ず る

（ 在 オ ラ ン ダ 日 本 国 大 使 館 公 使 ）

同 大 進 一

漁 業 操 業 に 関 す る 日 本 国 政 府 と ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主

義 共 和 国 連 邦 政 府 と の 間 の 協 定 に 基 づ く 漁 業 損 害

賠 償 請 求 処 理 委 員 会 モ ス ク ワ 委 員 会 委 員 を 免 ず る

（ 以 上 九 月 十 一 日 ）

近畿地方交通審議会は、近畿内航鋼船運航業及
び木船運航業最低賃金（平成９年近畿運輸局最低
賃金公示第１号）、近畿海上旅客運送業最低賃金
（平成９年近畿運輸局最低賃金公示第２号）及び
近畿漁業（沖合底びき網）最低賃金（平成15年近
畿運輸局最低賃金公示第１号）の改正の決定につ
いて調査審議を行うため、最低賃金法（昭和34年
法律第137号）第37条第３項において準用する同
法第25条第５項の規定により、本事案について関
係船員及び関係使用者の意見を聴くので、意見を

船員の特定最低賃金の改正の決定に関し、関係船
員及び関係使用者の意見聴取に関する公示
東北地方交通審議会は、東北内航鋼船運航業及
び木船運航業最低賃金（平成15年東北運輸局最低
賃金公示第２号）、東北海上旅客運送業最低賃金
（平成15年東北運輸局最低賃金公示第３号）、東
北漁業（沖合底びき網）最低賃金（平成15年東北
運輸局最低賃金公示第４号）及び東北漁業（大中
型まき網）最低賃金（平成15年東北運輸局最低賃
金公示第５号）の改正の決定について調査審議を
行うため、最低賃金法（昭和34年法律第137号）
第37条第３項において準用する同法第25条第５項
の規定により、本事案について関係船員及び関係
使用者の意見を聴くので、意見を述べようとする
者は、意見を記載した書面（様式任意）に意見提
出者の氏名又は名称及び連絡先を付記して、本日
から15日以内に東北運輸局海事振興部船員労政課
「郵便番号9838537宮城県仙台市宮城野区鉄砲
町１番地」あて提出されたい。
１ 事案の要旨 最低賃金法第35条第７項の規定
に基づく、下記３に掲げる船舶所有者に使用さ
れている船員であって、下記３に掲げる船舶に
乗り組む者に係る特定最低賃金の改正の決定に
ついて
２ 適用する地域 東北運輸局の管轄区域


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
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述べようとする者は、意見を記載した書面（様式
任意）に意見提出者の氏名又は名称及び連絡先を
付記して、本日から15日以内に近畿運輸局海事振
興部船員労政課「郵便番号5408558大阪府大阪
市中央区大手前四丁目１番76号」あて提出された
い。
１ 事案の要旨 最低賃金法第35条第７項の規定
に基づく、下記３に掲げる船舶所有者に使用さ
れている船員であって、下記３に掲げる船舶に
乗り組む者に係る特定最低賃金の改正の決定に
ついて
２ 適用する地域 近畿運輸局の管轄区域（兵庫
県の区域を除く。）
３ 適用する使用者
 国内各港間のみを航海する船員法（昭和22
年法律第100号）第１条に規定する船舶のう
ち、次の各号に掲げるもの（漁船、海上旅客
運送業又はサルベージ業に従事する船舶を除
く。）の船舶所有者であって、前項の地域内に
主たる船員の労務管理の事務を行う事務所を
有する者（船員法第５条の規定に基づき、船
舶所有者に関する規定の適用を受ける者を含
む。）
 平水区域を航行区域とする鋼船
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の鋼船
 鋼製はしけ
 木船
 旅客運送の用に供する船員法第１条に規定
する船舶のうち、次の各号に掲げるものの船
舶所有者であって、前項の地域内に主たる船
員の労務管理の事務を行う事務所を有する者
（船員法第５条の規定に基づき、船舶所有者
に関する規定の適用を受ける者を含む。）
 平水区域を航行区域とする船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン以上の船舶で、その航行区域が平水区
域から当該船舶の最強速力で２時間以内に
往復できる区域に限定されているもの

 前項の地域内に主たる船員の労務管理の事
務を行う事務所を有する船員法第１条に規定
する船舶の所有者（船員法第５条の規定に基
づき、船舶所有者に関する規定の適用を受け

る者を含む。）のうち、沖合底びき網漁業（漁
業の許可及び取締り等に関する省令（昭和38
年農林省令第５号）第２条第１号に掲げる漁
業をいう。）の用に供する漁船の船舶所有者
令和８年９月 15 日

近畿地方交通審議会会長 小林 充佳

３ 適用する使用者
 国内各港間のみを航海する船員法（昭和22
年法律第100号）第１条に規定する船舶のう
ち、次の各号に掲げるもの（漁船、海上旅客
運送業又はサルベージ業に従事する船舶を除
く。）の船舶所有者であって、前項の地域内に
主たる船員の労務管理の事務を行う事務所を
有する者（船員法第５条の規定に基づき、船
舶所有者に関する規定の適用を受ける者を含
む。）
 平水区域を航行区域とする鋼船
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の鋼船
 鋼製はしけ
 木船

 旅客運送の用に供する船員法第１条に規定
する船舶のうち、次の各号に掲げるものの船
舶所有者であって、前項の地域内に主たる船
員の労務管理の事務を行う事務所を有する者
（船員法第５条の規定に基づき、船舶所有者
に関する規定の適用を受ける者を含む。）
 平水区域を航行区域とする船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン以上の船舶で、その航行区域が平水区
域から当該船舶の最強速力で２時間以内に
往復できる区域に限定されているもの

 前項の地域内に主たる船員の労務管理の事
務を行う事務所を有する船員法第１条に規定
する船舶の所有者（船員法第５条の規定に基
づき、船舶所有者に関する規定の適用を受け
る者を含む。）のうち、沖合底びき網漁業（漁
業の許可及び取締り等に関する省令（昭和38
年農林省令第５号）第２条第１号に掲げる漁
業をいう。）の用に供する漁船の船舶所有者
令和８年９月 15 日

近畿地方交通審議会会長 小林 充佳

３ 適用する使用者
 国内各港間のみを航海する船員法（昭和22
年法律第100号）第１条に規定する船舶のう
ち、次の各号に掲げるもの（漁船、海上旅客
運送業又はサルベージ業に従事する船舶を除
く。）の船舶所有者であって、前項の地域内に
主たる船員の労務管理の事務を行う事務所を
有する者（船員法第５条の規定に基づき、船
舶所有者に関する規定の適用を受ける者を含
む。）
 平水区域を航行区域とする鋼船
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の鋼船
 鋼製はしけ
 木船
 旅客運送の用に供する船員法第１条に規定
する船舶のうち、次の各号に掲げるものの船
舶所有者であって、前項の地域内に主たる船
員の労務管理の事務を行う事務所を有する者
（船員法第５条の規定に基づき、船舶所有者
に関する規定の適用を受ける者を含む。）
 平水区域を航行区域とする船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン未満の船舶
 沿海区域を航行区域とする総トン数100
トン以上の船舶で、その航行区域が平水区
域から当該船舶の最強速力で２時間以内に
往復できる区域に限定されているもの

 前項の地域内に主たる船員の労務管理の事
務を行う事務所を有する船員法第１条に規定
する船舶の所有者（船員法第５条の規定に基
づき、船舶所有者に関する規定の適用を受け
る者を含む。）のうち、次に掲げる漁業の用に
供する漁船の船舶所有者
 沖合底びき網漁業（漁業の許可及び取締
り等に関する省令（昭和38年農林省令第５
号）第２条第１号に掲げる漁業をいう。）
 大中型まき網漁業（漁業の許可及び取締
り等に関する省令第２条第７号に掲げる漁
業をいう。）

令和８年９月 15 日
四国地方交通審議会会長 長井 啓介

近畿地方交通審議会は、神戸内航鋼船運航業及
び木船運航業最低賃金（平成９年神戸海運監理部
最低賃金公示第１号）、神戸海上旅客運送業最低
賃金（平成９年神戸海運監理部最低賃金公示第２
号）、神戸漁業（沖合底びき網）最低賃金（平成
９年神戸海運監理部最低賃金公示第３号）の改正
の決定について調査審議を行うため、最低賃金法
（昭和34年法律第137号）第37条第３項において
準用する同法第25条第５項の規定により、本事案
について関係船員及び関係使用者の意見を聴くの
で、意見を述べようとする者は、意見を記載した
書面（様式任意）に意見提出者の氏名又は名称及
び連絡先を付記して、本日から15日以内に神戸運
輸監理部海事振興部船員労政課「郵便番号650
0042兵庫県神戸市中央区波止場町１番１号」あて
提出されたい。
１ 事案の要旨 最低賃金法第35条第７項の規定
に基づく、下記３に掲げる船舶所有者に使用さ
れている船員であって、下記３に掲げる船舶に
乗り組む者に係る特定最低賃金の改正の決定に
ついて
２ 適用する地域 神戸運輸監理部の管轄区域

四国地方交通審議会は、四国内航鋼船運航業及
び木船運航業最低賃金（平成９年四国運輸局最低
賃金公示第５号）、四国海上旅客運送業最低賃金
（平成９年四国運輸局最低賃金公示第６号）、四
国漁業（沖合底びき網）最低賃金（平成15年四国
運輸局最低賃金公示第１号）及び四国漁業（大中
型まき網）最低賃金（平成15年四国運輸局最低賃
金公示第２号）の改正の決定について調査審議を
行うため、最低賃金法（昭和34年法律第137号）
第37条第３項において準用する同法第25条第５項
の規定により、本事案について関係船員及び関係
使用者の意見を聴くので、意見を述べようとする
者は、意見を記載した書面（様式任意）に意見提
出者の氏名又は名称及び連絡先を付記して、本日
から15日以内に四国運輸局海事振興部船員労政課
「郵便番号7600019香川県高松市サンポート３
番33号」あて提出されたい。
１ 事案の要旨 最低賃金法第35条第７項の規定
に基づく、下記３に掲げる船舶所有者に使用さ
れている船員であって、下記３に掲げる船舶に
乗り組む者に係る特定最低賃金の改正の決定に
ついて

２ 適用する地域 四国運輸局の管轄区域

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諸 事 項 工 場 財 団
大分市大字日吉原１番地６大分液化ガス共同備
蓄株式会社の工場財団に大分市大字日吉原１番地
６大分液化ガス共同備蓄株式会社の機械、器具等
を追加する変更登記申請に係る動産につき権利を
有する者、差押、仮差押又は仮処分債権者は、本
日から32日以内に権利を申し出て下さい。
令和８年９月 15 日 大分地方法務局

東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ
森タワー37階福山バイオマス発電所合同会社の工
場財団に広島県福山市箕沖町124番地、125番地福
山バイオマス発電所の機械器具等を追加する変更
登記申請に係る動産につき権利を有する者、差押、
仮差押又は仮処分債権者は、本日から32日以内に
権利を申し出て下さい。
令和８年９月 15 日 広島法務局福山支局

佐賀東部土地改良区の定款変
更の認可の公告

土地改良法（昭和24年法律第195号）第30条第
２項、第124条及び第136条の４の規定に基づき、
佐賀県及び福岡県の区域の一部を地区とし、佐賀
県神埼市に事務所を有する佐賀東部土地改良区か
ら申請のあった定款の変更は、令和８年８月28日
認可したので、同法第30条第３項、第124条及び
第136条の４の規定に基づき公告する。
令和８年９月 15 日

九州農政局長 荻野 憲一
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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公 示 催 告
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失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告
失踪宣告取消
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除 権 決 定

破産手続開始
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破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間
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火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間

破産手続終結






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産債権の特別調査期日

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１号
山口県下関市卸新町１０番地の３
清算株式会社 ＫＵＴＵ株式会社
代表清算人 堀川 国彦
１ 決定年月日 令和８年８月27日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

山口地方裁判所下関支部
令和８年（ヒ）第１０号
宮崎県西都市大字南方２８０２番地２
清算株式会社 サンフィールアグリ株式会社
代表清算人 柴冨 功
１ 決定年月日 令和８年９月１日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

宮崎地方裁判所

特別清算終結
令和６年（ヒ）第４号
長野県北佐久郡御代田町大字御代田2670番
地12
清算株式会社 ＳＵＮ管財株式会社
１ 決定年月日 令和8年9月1日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

長野地方裁判所佐久支部

令和8年（ヒ）第3010号
大阪市中央区南久宝寺町二丁目６番２号
清算株式会社 船場管理株式会社
１決定年月日 令和8年9月1日
２主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部

監 督 命 令

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 火曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
日

掲
載
頁

一
三
一
頁
（
号
外
第
一
七
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
日

掲
載
頁

一
三
一
頁
（
号
外
第
一
七
九
号
）

令
和
八
年
九
月
十
五
日

千
葉
県
船
橋
市
本
町
六
丁
目
九
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
サ
ト
ー
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

代
表
取
締
役

佐
藤
り
え
子

千
葉
県
船
橋
市
本
町
六
丁
目
九
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
ニ
ッ
ト
ソ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役

鮎
川

研
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一

項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行

及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
二
十
日

掲
載
頁

一
五
五
頁
（
号
外
第
三
十
六
号
）

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
一
番
一
九
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

代
表
取
締
役

石
松

友
典

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
一
番
一
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

代
表
取
締
役

石
松

友
典

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
九
月
四
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://k
essa
n
.in
fo
/201739863.h

tm
l

（
乙
）h

ttp
s://k
essa
n
.in
fo
/985467671.h

tm
l

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
墨
田
区
京
島
三
丁
目
六
二
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
イ
ゼ
ン

代
表
取
締
役

片
桐

拓
弥

東
京
都
墨
田
区
文
花
二
丁
目
二
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
日
本
マ
シ
ン
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

片
桐

拓
弥

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

和
歌
山
市
友
田
町
三
丁
目
三
八
番
地
シ
ャ
ル
マ
ン

フ
ジ
ス
マ
ー
ト
友
田
町
一
三
〇
三
号
室

（
甲
）
株
式
会
社
マ
エ
ダ

代
表
取
締
役

前
田

芳
秀

和
歌
山
市
友
田
町
三
丁
目
三
八
番
地
シ
ャ
ル
マ
ン

フ
ジ
ス
マ
ー
ト
友
田
町
一
三
〇
三
号
室

（
乙
）
合
同
会
社
マ
エ
ダ

代
表
社
員

前
田

芳
秀

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
事
務
業
務

サ
ー
ビ
ス
部
及
び
人
事
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
係
る
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
こ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
江
東
区
木
場
一
丁
目
五
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ジ
ク
ラ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

田
中

一
壽

東
京
都
江
東
区
木
場
一
丁
目
五
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ジ
ク
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

森

学





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
流
動
化
対
象
店

舗
不
動
産
に
係
る
不
動
産
賃
貸
事
業
及
び
不
動
産
管
理
事

業
以
外
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
公
告
し

ま
す
。

こ
の
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
四
月
十
日

掲
載
頁

二
十
九
頁

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
一
二
番
一

〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｔ
リ
テ
ー
ル

代
表
取
締
役

木
野
仁
司

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
一
二
番
一

〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
西
友

代
表
取
締
役

木
野
仁
司

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
オ
ン

ザ
ロ
ー
ド
（
住
所

茨
城
県
守
谷
市
松
ケ
丘
三
丁
目
九
番

地
五
）
に
対
し
て
当
社
の
自
転
車
の
販
売
、
修
理
及
び
輸

入
、
自
転
車
用
部
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
販
売
及
び
輸
入

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

茨
城
県
守
谷
市
松
ケ
丘
三
丁
目
九
番
地
五

有
限
会
社
オ
ン
ザ
ロ
ー
ド

取
締
役

森
谷

均

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ｆ
Ｗ

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
（
住
所

広
島
市
安
佐
南
区
川
内
六
丁
目
三
九

番
八
号
）
に
対
し
て
当
社
の
古
物
買
取
販
売
事
業
及
び
不

動
産
賃
貸
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
四
日

掲
載
頁

六
十
一
頁
（
号
外
第
一
七
五
号
）

令
和
八
年
九
月
十
五
日

広
島
市
安
佐
南
区
川
内
六
丁
目
三
九
番
四
号

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ワ
ー
ド

代
表
取
締
役

藤
岡

悟
史

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
中
里
一
丁
目
八
番

八

一
〇
四
号合

同
会
社
Ｑ
Ｂ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
社
員

北
村

友
希

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

埼
玉
県
坂
戸
市
関
間
四
丁
目
四
番
地
七

合
同
会
社
ラ
ボ
リ

代
表
社
員

太
田

悠
史

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

千
葉
県
船
橋
市
海
神
三
丁
目
七
番
二
五

四
〇
三
号

ネ
コ
ダ
カ
ン
パ
ニ
ー
合
同
会
社

代
表
社
員

熊
田

貴
元

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
四
番
五
号
ア
ー
ク
ヒ

ル
ズ
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
一
六
階

サ
ー
タ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
＆
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
ア
ジ
ア
合
同
会
社

代
表
社
員

サ
ー
タ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
＆

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
エ
ス

職
務
執
行
者

河
野

円
香

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
二
丁
目
一
二
番
六
号
リ

バ
ー
ス
ト
ー
ン
ビ
ル
Ｂ
一
Ｆ

Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｎ
合
同
会
社

代
表
社
員

星
野

秀
彰

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ

Ｏ
ｎ

ｅ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
五
丁
目
二
二
番
三
七
号

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ク
ル
Ｎ
五
反
田
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
一
〇
〇
七
号
室

合
同
会
社
Ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ

Ｏ
ｎ
ｅ

代
表
社
員

小
川

圭
太

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
組
合
の
直
近
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

は
当
組
合
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

大
阪
市
中
央
区
谷
町
六
丁
目
一
七
番
二
五
号
賑
町

公
設
市
場
内

賑
町
公
設
市
場
協
同
組
合

代
表
理
事

西
野

佳
道

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

大
阪
府
吹
田
市
原
町
一
丁
目
二
六
番
一
一

一
号

合
同
会
社
リ
ン
ク

代
表
社
員

刀
根

太
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

福
岡
県
宮
若
市
高
野
四
四
九
番
地
一

合
同
会
社
リ
ア
ン

代
表
社
員

上
原

健
人

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｋ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し

ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
江
口
一
四
一
一
番
地

の
三

合
同
会
社
Ｋ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
社
員

古
賀

信
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

鹿
児
島
県

摩
川
内
市
平
佐
町
二
九
四
六
番
地
二

中
央
ハ
イ
ツ
Ｃ

一
〇
三

合
同
会
社
ヤ
マ
キ

代
表
社
員

山
下

弘
樹

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
億
六
千
三
百
九
十
七
万
二

千
六
百
七
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
一
一
一
号
）

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
六
番
一
五
号

２
１
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ホ
ウ
・
ユ
ウ
・
チ
ョ
ウ





令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の
額
が
増

加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を
金
三
億
五

千
九
百
九
十
九
万
二
千
円
減
少
し
金
一
億
円
と
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
日
で
あ
り
ま
す
。

効
力
発
生
日
後
の
資
本
金
の
額
は
同
日
前
を
下
回
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
株
主
総
会
の
決
議
を
経
ず
に

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
七
十
八
号
）

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
一
〇
番
地

四
Ｐ
Ｍ
Ｏ
神
保
町
一
一
階

Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｗ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

矢
作

康
介

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

岐
阜
県
加
茂
郡
白
川
町
黒
川
九
二
四
番
地
の
二
一

有
限
会
社
後
藤
板
金

代
表
取
締
役

後
藤

直
也

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
八
千
万
五
千
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
一
億
八
千
九
百
九
十
九
万
五
千
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
二
番
一
号
岸
本

ビ
ル
七
階

Ｉ
Ｃ
Ｖ
ブ
レ
イ
ド
エ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

水
谷

太
志

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
令
和
八
年

十
月
下
旬
開
催
予
定
の
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
行

使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
二
丁
目
四
番
三
号

株
式
会
社
コ
ス
モ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

古
家

哲
也

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
午
後
五
時
四
十
分
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を

も
っ
て
、
令
和
八
年
十
二
月
十
五
日
を
引
受
け
の
申
込
期

日
と
す
る
募
集
株
式
の
割
当
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

神
奈
川
県
鎌
倉
市
今
泉
五
丁
目
一
〇
二
六
番
地

朝
日
観
光
株
式
会
社

代
表
取
締
役

手
塚

勇
貴

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

札
幌
市
豊
平
区
中
の
島
二
条
三
丁
目
一
番
三
号

株
式
会
社
北
日
本
技
術
コ
ン
サ
ル

代
表
取
締
役

宮
田

泰
輔

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
二
丁
目
七
番
三
号

株
式
会
社
キ
ュ
ー
ブ

代
表
取
締
役

松
島

悟

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

福
井
県
勝
山
市
旭
町
一
丁
目
一
番
五
六
号

松
文
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
泉

綾
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

名
古
屋
市
港
区
入
船
二
丁
目
五
番
一
六
号

茨
木
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
口

至
隆

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

名
古
屋
市
西
区
上
小
田
井
二
丁
目
三
三
八
番
地

株
式
会
社
チ
ッ
プ
・
ト
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

河
野

貴
明

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

沖
縄
県
浦
添
市
勢
理
客
三
丁
目
三
番
一
二
号

那
覇
酒
類
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

根
路
銘

修

商
品
先
物
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
商
品
先
物
取
引
法
第
百
九
十
七
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
商

品
先
物
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
社
が
行
っ
た
委
託
者
の
計
算
に
よ
る
商
品
市

場
に
お
け
る
取
引
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
結
了
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
商
品
先
物
取
引
業
に
関
し
、
委
託
者
か
ら
預
託

を
受
け
た
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十

日
ま
で
に
返
還
（
出
金
）
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

右
記
期
日
ま
で
に
返
還
（
出
金
）
手
続
き
が
な
さ
れ
な

い
預
託
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
八
年
十
月
一
日
以
降
、

法
令
に
基
づ
き
供
託
そ
の
他
必
要
な
手
続
き
を
行
う
予
定

で
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
一
〇
番
五
号

T
a
k
a
T
ra
d
e 株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
島

悟

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
億
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
付
官
報
の
号
外
第
一
一

五
号
一
四
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
五
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
一
丁
目
二
〇
番
一
〇
号
ラ
イ

オ
ネ
ス
浜
松
町
五
〇
六
号
室

Ｅ
Ｓ
Ｒ
本
星
崎
特
定
目
的
会
社

取
締
役

藍
原

博
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
七
十
九
億
三
百
万
円
減
少

し
て
百
四
十
八
億
七
千
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00000874/a

6o
6/

令
和
八
年
九
月
十
五
日

福
岡
市
博
多
区
祇
園
町
八
番
一
三
号

特
定
目
的
会
社
ｗ
ａ
ｌ
ｋ

取
締
役

粟
国

正
樹
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